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〈
大
阪
の
歴
史
と
人
物
〉
の
内
容
と
講
師
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
難
「
淀

鈴

木

敬

（
大
阪
府
立
文
化
倍
報
セ
ン
タ
ー
所
長
）

≪
 
懐
徳
堂
講
座
の
発
展

恨
徳
棠

・
友
の
会
協
議
員

大
阪
府
立
文
化
情
報
七
ソ
ク
ー
が
北
区
中
之
島
に
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
万
十
六
年
十
一
月
二
日
か
ら
で
あ
る
が
、

そ
の
月
の
四
日
か
ら
懐
徳
裳
記
念
諧
座
が
当
セ
ソ
タ
ー
の
ホ

ー
ル
を
会
湯
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
し
か
し
何
ぶ
ん
新
設

早
々
の
当
セ
ン
タ
ー
で
は
思
う
よ
う
な
準
備
も
お
手
伝
い
も
で
き
ず
聴
講
者
の
数
も
価
か
な
状
態
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
府
立
文
化
情
報
セ
ソ
ク
ー
で
の
懐
徳
営
記
念
講
座
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
翌
昭
和
五
十
七
年
五
月

（
二
十
四
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
）
の
懐
徳
堂
春
季
諧
座
（
第
六
十
―――
回
）
か
ら
で
あ
る
。
主
催
は
懐
徳
堂
記
念
会
、

大
阪
大
学
文
学
部
、
府
立
文
化
情
報
セ

ソ
ク
ー
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
回
か
ら
聴
講
側
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
記
念

講
座
の
メ
ー

ン
タ
イ
ト
ル
を
は
っ
き
り
掲
げ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
と
き
は
〈
大
阪
の
歴
史
と
人
物
〉
と
決
ま
っ
た
。

「
高
山
右
近
の
生
き
た
時
代
」
脇
田
修
、

屋
辰
五
郎
と
町
人
文
化
」
今
井
修
乎
、
「近
松
と
義
太
夫
」
信
多
純
一

、
「
多
田
瀕
氏
と
石
川
源
氏
」
黒
田
俊
雄
、

波
宮
の
歴
史
と
天
皇
」
長
山
泰
孝
、

「
西
村
天
囚
と
俄
徳
堂
」
梅
揆
昇
の
先
生
方
。

実
の
と
こ
ろ
そ
れ
ま
で
は
懐
徳
堂
に
つ
い
て
の
知
識
も
関
心
も
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
記
念
講
座
で

の
講
浪
に
よ
っ
て
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の

「懐
徳
堂
」
の
存
在
の
意
義
が
少
し
づ
つ
分
か
っ
て
き
た
の

で
あ
っ
た
。
ま
た
懐
徳
堂
堂
友
会
の
皆
さ
ん
の
熱
心
さ
も
惑
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
大
学
側
の
片

一/‘ 
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像〉、

七

秋
季
講
座
は
〈
現
代
芸
術

座
は
〈
近
世
画
壇
|
|
＇
人
と
作
品
〉
、
秋
季
諧
座
は
〈
上
方
こ
と
ば
の
世
界
〉
だ
っ
た
。
こ
の
〈
上
方
こ
と
ば
の
世
界
〉

の
秋
季
講
座
と
同
時
に
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー
室
で
懐
徳
堂
・
友
の
会
主
催
に
よ
る
「
恢
徳
堂

井
履
軒
食
毒
詩
幅
」

よ
う
に
な
っ
た
。

「
天
図
・
方
図
・
潮
図
」

さ
れ
内
容
は
一
層
充
実
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

「
懐
徳
堂
幅
」

「
中
井
竹
山
画
像
」

「
中
井
履
軒
画
像
」

十
余
点
が
陳
列
さ
れ
懐
徳
堂
の
歴
史
を
こ
の
目
で
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
友
の
会
が
設
け
ら
れ
て
か
ら

は
記
念
講
座
の
参
加
者
の
幅
も
ひ
ろ
が
り
わ
が
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
老
若
相
集
う
楽
し
い
講
座
風
景
が
み
ら
れ
る

ま
た
恢
徳
堂
・
友
の
会
で
は
当
セ
ン
タ
ー
の
記
念
講
座
と
は
別
に
他
の
会
場
で
も
古
典
講
座
が
開
設

昭
和
五
十
九
年
の
春
季
講
座
は
〈
日
本
文
化
に
お
け
る
古
典
ー
_
|
伊
勢
物
語
の
場
合
〉
秋
季
講
座
は
〈
中
国
の
人
物

同
六
十
年
の
春
季
諧
座
は
〈
大
阪
の
町
々
|
ー
ー
歴
史
の
舞
台
と
し
て
〉
と
つ
づ
き
、

の
世
界
〉
だ
っ
た
。
こ
の
〈
現
代
芸
術
の
世
界
〉
は
若
い
参
加
者
に
は
な
か
な
か
人
気
が
あ
っ
た
が
年
輩
の
方
に
は
少

し
な
じ
み
が
薄
か
っ
た
と
か
。
ま
た
同
六
十
一
年
度
の
春
季
講
座
「
日
本
学
の
地
平
」
は
内
容
は
面
白
か
っ
た
が
、

イ
ト
ル
が
内
容
を
伝
え
に
く
い
と
の
声
も
あ
が
っ
た
。
賛
否
い
ろ
い
ろ
だ
が
、

夕

し
か
し
要
は
好
学
の
人
々
の
志
の
問
題

「
紙
製
深
衣
」
な
ど
歴
代
の
学
主
、
教
授
ら
の
珍
し
い
遺
品
、
墨
跡

の
遣
風
」
展

(10
月
24
日
1
2
7
日
）
が
公
開
さ
れ
た
。

「中

先
賢
と
そ

越
え
て
昭
和
五
十
八
年
五
月
一
日
に
は
「
懐
徳
堂
・
友
の
会
」

（
弘
世
現
会
長
）
が
発
足
し
た
。
こ
の
年
の
春
季
諧

山
良
展
、
梅
湊
昇
、
脇
田
修
、
烏
野
守
、
岸
田
知
子
、
佐
野
喬
氏
そ
の
他
の
方
々
、
堂
友
会
代
表
の
中
島
安
之
助
氏
そ

の
ほ
か
の
方
と
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
は
密
接
と
な
っ
た
。
ま
た
昭
和
五
十
七
年
秋
季
講
座
の
タ
イ
ト
ル
は

〈
中
国
の
文
化
と
日
本
〉
で
こ
の
こ
ろ
か
ら
記
念
講
座
の
聴
講
者
数
は
次
第
に
増
加
を
み
せ
て
き
た
。
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な
ど
と
あ
っ
て
興
味
ぶ
か
い
。

海
音
の
よ
う
な
人
物
も
い
た
の
で
あ
る
」

の
―
つ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
問
う
て
お
ら
れ
た
。
傾
聴
す
べ

で
あ
る
と
思
う
。

石
浜
恒
夫
さ
ん
は
「
懐
徳
」

53
号
の
中
で
、
大
正
初
年
に
再
興
さ
れ
た
重
建
懐
徳
堂
は
そ
れ
ま
で
の
漠
学
塾
の
方
向

だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
視
野
を
ひ
ろ
げ
た
東
洋
学
の
展
開
の
た
め
の
「
新
し
い
学
問
の
芽
を
作
っ

と
こ
ろ
に
意
義

こ
の
夏
、
故
足
立
巻
一
さ
ん
の
遣
作
を
ま
と
め
た
ニ
ッ
セ
ー
集
『
学
芸
の
大
阪
』
が
刊
行
さ
れ
た
が
、

葉
衷
堂
や
懐
徳
堂
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば

な
か
に
木
村

「
大
阪
の
町
人
学
校
懐
徳
堂
は
儒
学
を
講
じ
る
こ
と
を
表
面
の
方
針
と
は
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
和
学
も
大
い
に

教
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
契
沖
の
学
問
の
流
れ
な
ん
だ
と
み
て
も
よ
い
。
契
沖
の
弟
子
の
大
部
分
は
京
、
大
阪
の

町
人
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
懐
徳
堂
の
創
立
に
か
か
わ
っ
た
住
友
一
族
の
入
江
友
俊
も
い
た
し
、
浄
瑠
璃
の
紀
ノ

さ
て
「
懐
徳
堂
・
友
の
会
」
の
輪
は
ま
す
ま
す
ひ
ろ
が
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
記
念
諧
座
、
古
典
講
座
を
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
二
十
一
世
紀
に
手
渡
す
実
り
の
あ
る
ヶ
新
し
い
骸
徳
堂
精
神
ク
の
発
展
が
の
ぞ
ま
れ
る
の
で
あ
る
。 八

"'＂”'99 999’”’’●9 9 999”"“”n." "＂99999 9’”’’"＂'"”"'’.．， r・9 99 99‘’’'＂ " ••I••’" ＂＇’9 99 99••9··99 9 皇 999999999••9•999999999 9 99••• 9’’"＇’“'9 9 999 99 ]・9999999999 99•••I••’""‘’9999•••9’`9999 999999999.,p.’’"'’‘9999....,••一




